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教壇に立つ卒業生が、大学の共通教育について思うこと
昭和58(1983)年 度 教育学部中学校教員養成課程卒業
平成9(1997)年 度 教育学研究科英語教育専修修了
〈一般教育について〉
藤島高校で英語の教師をしているが、使用 している教
科書や大学入試の英文では様々なジャンルが扱われて
いる。高一の教科書:では「平和 ・共生 ・友情 ・命 ・日本文化 ・
動物 ・自然 ・科学 ・環境・国際理解・家族愛」などが、高三の
受験対策問題集では、幾つかの例を挙げれば「人間をモ
デルとした機械システムの創造 ・非言語 コミュニケー
ション・人間の知識と想像力」などの題材を扱っている。
我々英語教師は、浅いか深いかは別として少なくとも広
い知識が要求される。比喩的 に言えば英語 という船に
様々な荷物を載せて運んでいるが、その積み荷は理系 ・
文系 ・国際 ・学際 エ トセ トラであり、その意味で学部時
代に受けた一般教育は意味のないものではなかったと
思われる。数十年前の受講登録カー ドを引っ張 り出 し
て、現在でも覚えている印象の深い講義として「政治学」
「文化人類学」「歴史学」「憲法」「一般地学」などのカー ド
を見つけた。もちろん知識は更新 していかなければな ら
ないので、大学時代の一般教育は我々現場の教師にとっ
て必要条件でも十分条件でもないが、少なくとも大学卒
業後数年間は、背景知識的な意味で役に立っていたと思
われる。
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〈共通教育外国語について〉
大学進学を希望する生徒が多 く在籍する高校の英語
教育では、センター試験と前期・後期の個別学力検査 に
対応できる力を目指 した指導を行っているが、それと同
時に英語の運用面に焦点をあてた授業も行っている。い
わゆる「読む」「書く」はもちろん「聞く」にも焦点をあて、
更に自分の意見をクラスメー トと交換 ・共有した りする
いわゆる発信型の授業も行 っている。つま り高校 では
「4技能」すべてをバランスよく指導する必要がある。一
方大学での共通教育外国語では、読解であれ、口頭での
コミュニケーシ ョンであれ、自分の意見 ・考え等を書い
て表現することであれ、誤解されることを恐れずに申し
上げれば、極端なカリキ ュラム・極端な内容がいいので
はないかと思われる。高等学校ではバランスが取れてい
る必要があるが、大学では狙いをspecificallyに 絞 った
教育をすることが可能であると思われる。例えば100
分の授業で10行 しか進まないことだってあっていい
し、リスニングや速読の訓練な らば大量の英語を浴びせ
ることだってあっていいだろう。「名馬は状況に応 じて
その走るスピー ドを変えることができるんだよ」という
のは私の大学時代の恩師の言葉である。高校までのある
意味comprehensiveな 指導ではなく、特定の側面や能
力に焦点を絞 った展開も可能であろう。
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